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【全国で日食】 

2012 年5 月21 日(月)の朝、日本全域で太陽が

大きく欠ける日食が起こった。特に、神戸・大阪・

京都・名古屋・横浜・東京などでは、月が太陽を

隠しリング状に輝く「金環日食」となったが、全

国的にはやや曇りがちの天気となった。 

 

【日食観察グラスの透過率】 

天文教育普及研究会・日食の

安全な観察推進ＷＧ（日食観察

ＷＧ）は，2008 年以来，日食

（太陽）観察グラスの安全性の

研究のために、市販の各種日食

（太陽）観察グラス（約４０種

類）および、その代用品として

使用される可能性のある物（下

敷きやすすガラスなど約 20 種

類）の透過率を測定してきた。 

 

【安全性の目安（基準）】 

日本には，太陽（日食）観察用フィルタについての規格は無いため，その安

全基準について調査を行い、欧州標準化委員会（CEN）の規格（EN1836:2005 ＋ 

A1:2007（E）），可視光が０．００３％ 以下、近赤外線３％以下という値を 

安全性の目安として採用した。 

 



 蛍光灯のよく見える日食用グラス 

【講 演】 

本講演では，各種フィルタ類の透過率について報告する。以前から使用され

てきた，下敷きやススを付着したガラス板およびカラーフィルムなどは透過率

が高く観察に適さないことがわかり，これらの測定結果をホームページで公開

し，金環日食に向けて安全な観察を呼びかけてきた。 

 

✩不適切な透過率の商品への対応 

日食直前の 5月 10 日に、高い透過率

つまり危険性が高い商品がインターネ

ットで販売されていることが明らかと

なった。この商品が見つかってから消

費者庁消費者安全課において公表され

るまでの経過についても報告する。 

 

 

✩目の障害の発生状況 

日本眼科学会及び日本眼科医会で調査し中間報告が日本眼科学会のWebに公

開されている。その最新の報告では 958 症例であり、人口から予想された数千

人規模の日食網膜症の発症は防ぐことができた。 

 

✩規格化の必要性 

日本において規格が無いために、不適切な透過率の商品が販売され、製品の

販売停止・回収を迅速に行うことが出来なかった。今後の日本での太陽観察グ

ラスの早急な規格化に向けて、安全性の面から提言も行う予定である。 
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